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1
月
16
日
、
江
東
区
文
化
セ
ン

タ
ー
で
の
江
東
区
と
の
懇
談
に

は
、
東
京
春
闘
の
側
は
12
人
（
東

京
土
建
か
ら
は
2
人
）
、
江
東
区

の
側
か
ら
は
5
人
（
総
務
課
、
情

報
シ
ス
テ
ム
課
、
職
員
課
、
経
理

課
、
経
済
課
、
い
ず
れ
も
課
長
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
2
に
関

す
る
懇
談
の
中
で
、

東
京
福
祉
バ
ス
株
式

会
社
（
福
祉
バ
ス
）

労
組
の
代
表
は
公
契
約
条
例
が
賃

金
引
き
上
げ
に
好
循
環
を
お
よ
ぼ

す
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
福
祉
バ
ス
は
都
内
に
4
営
業

所
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
世
田
谷

区
に
あ
り
ま
す
。
条
例
制
定
自
治

体
の
世
田
谷
区
の
最
低
時
給
に
合

わ
せ
て
世
田
谷
営
業
所
の
福
祉
輸

送
部
門
の
時
給
が
1
1
7
0
円

（
2
0
2
3
年
は
1
2
3
0
円
に

な
る
予
定
）
と
な
っ
た
こ
と
で
、

他
の
3
事
業
所
も
時
給
が
同
一
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

区
側
は
公

契
約
条
例
制

定
を
検
討
す

る
と
い
う
回

答
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
公
契
約
下
で
働
く
者

の
発
注
者
責
任
に
つ
い
て
触
れ
、

区
発
注
現
場
で
の
労
働
環
境
に
つ

い
て
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
き
、

守
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、「
指
導
」

「
指
名
停
止
」
を
行
な
う
と
発
言

し
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
代
表
は
、
こ
れ
ま

で
区
の
発
注
工
事
現
場
へ
入
場
し

て
の
組
合
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
拒
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
述

べ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
区

と
も
共
有
す
る
こ
と
を
含
め
、
組

合
に
よ
る
調
査
が
で
き
る
よ
う
に

区
が
現
場
に
指
導
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
し
た
。

東
京
地
評
も
加
わ
る
東
京
春
闘
共
闘
会
議
は
①
自
治
体
と
し
て

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）

を
保
障
す
る
こ
と
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
②
自
治
体
発
注
の

公
共
工
事
や
公
共
調
達
、
民
間
委
託
、
指
定
管
理
者
制
度
の
事
業

に
従
事
す
る
労
働
者
へ
の
公
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
保
障
、
③

中
小
企
業
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
・
福
利
厚
生
、
地
元
企
業

復
興
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
住
民
の
生
活
向
上
を
求
め
、
「
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
と
銘
打
っ
て
都
内
各
自
治
体
の
関
係
部
署
の
職
員
と

懇
談
を
行
な
い
、
2
0
2
3
年
は
19
回
目
と
な
り
ま
す
。
5
自
治

体
で
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

1
月
16
日
、

台
東
区
役
所
で

の
台
東
区
と
の

懇
談
は
、
東
京

春
闘
の
側
か
ら

10
人
、（
東
京
土

建
は
3
人
）
、

区
側
は
約
30
人

が
出
席
し
ま
し

た
。
昨
年
を
大

き
く
上
回
る
職

員
が
参
加
し
、

組
合
側
の
要
望

や
質
問
に
て
い

ね
い
か
つ
迅
速

に
回
答
し
よ
う

と
い
う
台
東
区

の
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
6
月
の
台
東
区
議
会
で
服

部
征
夫
区
長
は
公
契
約
条
例
制
定

に
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
ポ
イ
ン
ト
2
の
懇
談
の
な
か

で
、
区
側
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
案
）

に
つ
い
て
言
及
。
2
0
2
3
年
度

に
条
例
の
議
案
提
出
、
2
0
2
4

年
4
月
に
施
行
、
そ
の
後
労
働
報

酬
審
議
会
等
の
設
置
、
2
0
2
5

年
度
の
条
例
の
適
用
、
と
い
う
も

の
で
す
。

条
例
に
関
し
て
8
年
ほ
ど
前
か

ら
様
々
な
方
法
で
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
条
例
制
定
に
向

け
大
き
く
前
進
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
出
席
者
か
ら
は
、

条
例
制
定
に
向
け
て
の
関
係
団
体

へ
の
懇
談
の
際
に
労
働
者
代
表
と

し
て
東
京
土
建
を
加
え
る
こ
と
、

さ
ら
に
労
働
報
酬
審
議
委
員
に
も

任
命
す
る
こ
と
を
要
望
と
し
て
伝

え
ま
し
た
。

【
板
橋
・
書
記
・
森
千
恵
子
記
】

1
月
20
日
、
板
橋
区
役
所
で
板
橋

区
と
の
懇
談
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
は
板
橋
区
か
ら
7
人
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
参
加
者
は
10
人（
内
、

東
京
土
建
か
ら
2
人
）
合
計
17
人

で
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
白
滝
東
京
春
闘

共
闘
事
務
局
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
の

後
、
項
目
に
沿
っ
て
懇
談
を
行
な

い
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
、
板
橋

区
で
は
一
貫
し
て
「
制
定
は
考
え

て
い
な
い
」
と
い
う
態
度
を
崩
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、昨
年
か
ら「
時

代
の
要
請
も
あ
る
。
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
」
と
対
応
の
変
化
が
生
ま
れ
、

検
討
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回

の
懇
談
で
は
具
体
的
な
日
程
ま
で

は
明
ら
か
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
「
要
綱
で

ま
ず
現
場
の
労
働
環
境

に
つ
い
て
調
査
し
、
実

態
把
握
を
し
た
と
こ
ろ

で
、
公
契
約
条
例
に
つ

い
て
も
模
索
し
て
い
き

た
い
」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
、
板

橋
支
部
で
も
産
業
振
興

課
に
再
三
要
請
し
て
き

た
、
「
区
内
事
業
者
支

援
を
求
め
る
要
望
書
」

も
加
味
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
対
策
設
備
更
新
助
成
金
」

に
つ
い
て
も
話
題
に
な
り
、
今
後

も
情
報
交
換
進
め
、
区
内
の
中
小

零
細
事
業
者
応
援
の
政
策
の
実
現

を
要
請
し
ま
し
た
。

「
積
極
的
な
意
見
交
換
の
場
に

し
よ
う
」
と
の
呼
び
か
け
で
始
ま

り
ま
し
た
。
1
月
16
日
、
文
京
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
地
下
会
議
室

で
、
自
治
体
側
よ
り
契
約
管
財
課

長
を
は
じ
め
4
人
、
組
合
側
か
ら

は
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
2
0

2
3
年
度
よ
り
、
つ
い
に
公
契
約

条
例
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
な
か
で
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
と
な
り
、
期
待
を
抱
か
せ
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
制
定
に
向
け
て
、
野
本
書

記
長
（
土
建
文
京
）
か
ら
は
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
を
活
用
し
た
技
能
に
応
じ
た

賃
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
地
区

労
か
ら
は
検
討
に
あ
た
っ
て
の
関

係
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

宇
民
契
約
管
財
課
長
は
「
条
例

が
効
果
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
研

究
し
た
い
」
「
会
議
体
の
詳
細
は

ま
だ
だ
が
、
関
係
団
体
の
意
見
は

聞
き
た
い
」な
ど
と
答
弁
。
ま
た
、

具
体
的
検
討
に
踏
み
込
ん
だ
背
景

と
し
て「
23
区
で
条
例
が
広
が
り
、

点
か
ら
面
に
変
化
し
た
。
効
果
が

期
待
で
き
る
状
況
だ
と
判
断
し

た
。
実
態
に
寄
与
す
る
制
度
に
し

た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
勤
勉
手
当
や
保
健
所
の
人
員
不

足
解
消
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め

て
要
望
し
ま
し
た
。

杉
並新

区
長
誕
生
で

期
待
も
込
め

1
月
18
日
、
杉
並
区
役
所
で
の

杉
並
区
と
の
懇
談
に
は
、
東
京
春

闘
か
ら
8
人
（
東
京
土
建
は
3

人
）
、
区
側
か
ら
は
5
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

東
京
春
闘
の
白
滝
誠
事
務
局
長

（
東
京
地
評
副
議
長
）
は
、
昨
年

6
月
の
区
長
選
で
岸
本
聡
子
新
区

長
が
誕
生
し
、
区
職
員
内
で
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
期
待
す

る
と
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で

述
べ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
2
で
の
懇
談
で
は
、

髙
取
一
二
三
杉
並
支
部
副
主
任
書

記
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
基
づ

く
契
約
内
容
の
改
善
が
下
請
ま
で

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
区
が

元
請
に
指
導
す
る
こ
と
、
入
札
制

度
で
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
を
加
点
対
象
に
す
る
こ
と
な

ど
の
評
価
基
準
改
善
等
、
を
要
望

し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
3
に
関
し
て
は
、
縫

村
信
秋
杉
並
支
部
書
記
長
が
23
区

の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
も
行
な

わ
れ
る
区
立
小
中
学
校
で
の
給
食

費
の
無
償
化
や
区
と
ペ
イ
ペ
イ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
再
度
実
施
を
要
望

し
ま
し
た
。
ま
た
村
松
澄
杉
並
支

部
書
記
は
、
高
日
射
反
射
率
塗
装

（
省
エ
ネ
）
へ
の
助
成
金
額
の
引

き
上
げ
、
設
置
か
ら
10
年
以
上
が

た
っ
て
い
る
火
災
報
知
器
の
交
換

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

詰
将
棋
の
解
答
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公
契
約
日
程
に
言
及

台東

２
０
２
４
年
４
月
の
施
行
へ

「
点
か
ら
面
に
変
化
し
た
」

文京

発言する須賀朗板橋支部副委員長
（前列右から2人目）

例年を大きく上回る職員の出席があった
台東区との懇談

２３
年
度
か
ら
検
討

現
場
環
境
調
査
へ

板橋

対
応
の
変
化
見
ら
れ
る

発言する大木栄一本部
常任中央執行委員

条
例
効
果
の
発
言
も

江東

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
要
望

求

人

求

職


